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音

「
通
説
」を
疑
う  

批
判
的
精
神
の
涵
養

学
長
　
桐
野
　
　
豊

　

大
学
教
育
の
大
き
な
目
標
の
一
つ
と
し
て
、「
通
説
」
を

疑
っ
て
検
証
す
る
能
力
（
批
判
的
精
神
）
の
涵
養
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
手
元
の
辞
書
（
旺
文
社
国
語
辞
典
）
に
よ
れ
ば
、

「
通
説
」
と
は
「
世
間
で
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
説
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
通
説
の
中
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
繰
り
返
し

報
道
さ
れ
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
正
し
い
と
思
い
込
ん
で

い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
事
実
に
反
す
る
も
の
、
根
拠
が
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
根
拠
の
よ
う
に
見
え
る
デ
ー

タ
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
デ
ー
タ
が
事
実
の
一
面
の
み
を
表
す

に
過
ぎ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
少
年
犯
罪
は
増
え
て
い
る
」「
若
者
は
刹
那
的
で

享
楽
的
で
、
貯
蓄
を
し
な
い
」「
日
本
の
食
料
自
給
率
は
約

40
％
で
、世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
食
料
輸
入
国
で
あ
る
」

「
人
口
が
減
少
す
る
と
日
本
は
貧
し
く
な
る
」「
高
齢
化
で
医

療
費
が
増
え
る
」「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
は
断
ト
ツ
で
世

界
一
高
い
」「
こ
れ
か
ら
年
金
は
あ
ま
り
貰
え
な
く
な
る
の

で
、
年
金
保
険
料
を
払
っ
て
も
損
す
る
だ
け
だ
」
な
ど
の
通

説
は
、事
実
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
の
年
金
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
日

本
経
済
新
聞
に
よ
れ
ば
、
現
在
65
歳
の
元
会
社
員
で
あ
っ

た
夫
と
専
業
主
婦
の
妻
と
い
う
世
帯
の
場
合
、
年
金
は
月

額
約
23
万
円
（
年
額
２
７
６
万
円
）
で
、
こ
れ
は
大
卒
初

任
給
（
２
０
１
２
年
上
場
企
業
）
の
平
均
20
万
４
７
８
２

円
と
比
較
す
る
と
か
な
り
の
高
額
と
な
る
そ
う
で
す
。
実

際
、
日
本
の
年
金
額
は
世
界
一
高
額
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
65
歳
の
日
本
人
の
平
均
余
命
は
、
男
女
平
均
す

る
と
87
歳
で
す
か
ら
、
こ
の
間
22
年
の
年
金
受
給
総
額
は

６
０
７
２
万
円
（
２
７
６
万
円
×
22
年
）
と
な
り
ま
す
。
65

歳
で
引
退
す
る
と
き
に
６
０
０
０
万
円
の
貯
金
の
あ
る
人
は

そ
う
た
く
さ
ん
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
年
金
の
恩
恵
は

す
ご
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
２
０
１
１
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
率
が

58
・
６
％
で
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
盛
ん
に
報
道
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
数
字
を
見
て
、
日
本
の
年
金
制
度
は
遠
か
ら
ず

崩
壊
す
る
の
で
、国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い
方
が
得
だ
、

と
考
え
る
若
者
が
少
な
か
ら
ず
い
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
値
は
自
営
業
者
や
農
家
な
ど
が
直
接
支

払
う
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
の
う
ち
、
約
４
割
が
未
納
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
す
。
一
方
で
多
く
の
会
社
員
や
公
務
員
等

は
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
保
険
料
を
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
い
る
の
で
納
付
率
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
日
本
人
全
体
で
見
る
と
、
国
民
年
金
保
険
料
の
未

納
率
は
た
っ
た
５
％
で
あ
り
、
こ
れ
で
年
金
制
度
が
崩
壊
す

る
恐
れ
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
自
ら
調
べ
、
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通

説
に
よ
ら
な
い
自
分
な
り
の
新
た
な
事
実
が
見
え
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
学
ぶ
こ
と
、
研
究
す
る
こ
と
の
愉

し
み
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
最
初
に
掲
げ

た
も
の
や
身
の
回
り
に
あ
る
通
説
の
正
し
さ
を
検
証
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
し
た
村
崎
理
事
長
は
、

２
０
１
２
年
９
月
７
日
㈮
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ス
ト

リ
ア
日
本
国
大
使
館
を
訪
れ
、
岩
谷
滋
雄
大
使
と

会
い
懇
談
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
２
０
０
０
年
に
日
本
政
府
と
オ
ー
ス
ト

リ
ア
政
府
の
推
奨
を
受
け
、
世
界
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
界
を
リ
ー
ド
す
る
「
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大

学
」
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
締

結
調
印
式
は
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
で
オ
ー

ス
ト
リ
ア
文
化
庁
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
日
本
国
大
使

伊
集
院
明
夫
氏
が
見
守
る
中
、
徳
島
文
理
大
学
村

崎
理
事
長
と
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
オ
ル
ト

ナ
ー
学
長
が
学
術
交
流
協
定
書
に
調
印
し
ま
し

た
。調
印
後
、日
本
大
使
館
で
盛
大
な
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
開
か
れ
、
多
く
の
関
係
者
か
ら
祝
福
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
学
術
交
流
協
定
は
相
互
の
大
学
の

音
楽
交
流
を
通
し
て
音
楽
文
化
の
振
興
を
図
る
と

い
う
目
的
の
た
め
、
２
国
が
合
意
し
て
成
立
し
た

も
の
で
す
。

　

以
来
、
毎
年
世
界
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
著
名

な
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
教
授
３
名
を
本
学
に

招
き
、「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
マ
ー
ア
カ

デ
ミ
ー
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
講
習

会
は
、
ド
ナ
ウ
川
沿
い
の
「
プ
ラ
ハ
、
ブ
ダ
ペ
ス

ト
、
ウ
ィ
ー
ン
」
そ
し
て
、「
日
本
の
徳
島
文
理

大
学
」
の
４
カ
所
で
し
か
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

本
学
で
行
わ
れ
て
い
る
サ
マ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、

今
や
日
本
全
国
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
各
地
か
ら
レ
ベ
ル
の
高
い
受
講
者
が
た

く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
冬
期
に
は
本

学
音
楽
学
部
生
の
た
め
に
ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大

学
の
教
授
を
招
き｢

冬
期
講
習
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
本
学
学
生
に
は
同
大
学
へ
の
短
期
留
学

制
度
も
あ
り
、
講
習
会
で
の
優
秀
者
に
奨
学
金
を

給
付
し
て
短
期
留
学
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

  

13
年
間
に
わ
た
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
継
続

し
、ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
の
も
、ウ
ィ
ー

ン
国
立
音
楽
大
学
か
ら
推
奨
さ
れ
招
聘
し
て
い
る
、

現
音
楽
学
部
長
で
あ
る
マ
リ
オ
ッ
テ
ィ
教
授
の
尽

力
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

村
崎
理
事
長
は
こ
う
し
た
こ
と
を
岩
谷
大
使
に

報
告
し
、
あ
わ
せ
て
日
本
か
ら
の
留
学
生
が
当
地

で
安
全
で
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
２
大

学
の
音
楽
交
流
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
の
ご
尽
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
大
使
か
ら
は
、「
全
面
的
に

支
え
て
ゆ
く
」
と
の
ご
快
諾
を
得
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の「
冬
期
講
習
会
」は
２
０
１
３

年
２
月
５
日
㈫
か
ら
２
月
９
日
㈯
ま
で
の
５
日
間

本
学
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

楽
文
化
の
振
興
を
願
い 

在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
日
本
国
大
使
を
訪
問

オーストリア日本国大使館にて（左から村崎理事長、岩谷滋雄大使）
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２
０
１
２
年
10
月
４
日
㈭
お
よ
び

５
日
㈮
の
両
日
、
本
年
６
月
に
本
学

と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
た
台
湾

「
開
南
大
學
」の
高
安
邦（A

n-Pang 
K

ao

）
校
長
一
行
６
人
が
本
学
を
初

め
て
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
10
月
４

日
㈭
午
前
、
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
到

着
し
た
一
行
は
、
本
学
桐
野
学
長
、

安
藝
事
務
局
長
を
は
じ
め
、
関
係
者

と
挨
拶
、
懇
談
し
、
今
後
の
教
員
・

学
生
の
交
流
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
、
徳
島
キ
ャ
ン

パ
ス
の
各
学
部
を
熱
心
に
見
学
し
ま

し
た
。
む
ら
さ
き
ホ
ー
ル
で
は
、
マ

リ
オ
ッ
テ
ィ
音
楽
学
部
長
の
ピ
ア
ノ

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
学

し
、
施
設
・
演
奏
の
素
晴
ら
し
さ
に

感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
行
は
翌
５
日
㈮
香
川
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
れ
、
柳
井
文
学
部
長
、
多
田

理
工
学
部
長
お
よ
び
丸
山
香
川
薬
学

部
長
な
ら
び
に
名
越
総
務
ユ
ニ
ッ
ト

長
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
後
、
施
設

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

高
安
邦
校
長
は
じ
め
訪
問
団
の

方
々
か
ら
は
、
徳
島
・
香
川
両
キ
ャ

ン
パ
ス
の
施
設
、
教
育
内
容
、
教
材

等
の
学
習
環
境
を
高
く
評
価
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

台
湾
「
開
南
大
學
」
は
、
台
北
市

の
近
傍
台
湾
北
部
の
桃
園
県
に
あ

り
、
商
学
部
を
中
心
と
し
て
５
学
部

28
学
科
、
約
１
万
人
の
学
生
が
学

ぶ
新
し
く
大
き
な
総
合
大
学
で
す
。

２
０
１
２
年
度
後
期
か
ら
本
学
総
合

政
策
学
部 

林
希
美
さ
ん
が
交
換
留

学
生
と
し
て
開
南
大
學
に
留
学
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
高
安
邦
校
長
一
行

の
訪
問
に
よ
り
、
今
後
両
校
の
各
種

分
野
で
の
相
互
の
交
流
が
一
層
深
ま

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
推
進
事
業
」
と
し
て
、
各

大
学
が
世
界
各
国
の
大
学
と
密
接
に

交
流
し
、
高
等
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。
本
学
は
、
若
い
世
代

の「
内
向
き
志
向
」を
克
服
し
、国
際

的
な
競
争
力
の
向
上
や
、
国
と
国
の

絆
の
強
化
基
盤
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
舞
台
に
積
極
的
に
挑
戦
し
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
る
べ
く
、

１
９
８
８
年
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
と
の
学
術
交
流
協

定
の
締
結
、
続
く
１
９
９
５
年
に
は

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
と
の

学
術
交
流
協
定
等
々
を
積
極
的
に
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
在
台
湾

の
各
大
学
と
の
交
流
を
推
進
し
、
学

生
の
交
流
、
教
員
・
研
究

員
等
の
交
流
を
鋭
意
推
進

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
２

年
６
月
の
台
湾
「
開
南
大

學
」
と
の
学
術
交
流
協
定

締
結
で
、
台
湾
の
12
大
学
、

在
台
湾
高
校
と
の
高
大
連

携
５
校
と
な
り
、
全
協
定

校
は
26
校
に
達
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
中
華
民
国
（
台

湾
）
は
、
建
国
１
０
０
周

年
を
迎
え
、
政
府
公
刊
の

各
種
広
報
紙
が
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
教
育

部
（
日
本
の
文
科
省
に
該
当
）
発
行

の
「
教
育
部

１
０
０
年
臺
日
文
教

交
流
新
境
界
」
に
は
、
２
０
０
９
年

〜
２
０
１
２
年
の
本
学
の
台
湾
各
校

　

日
本
へ
の
留
学
希
望
者
・

関
係
者
を
対
象
と
し
た
、

日
本
学
生
支
援
機
構
主
催

「
２
０
１
２
日
本
留
学
フ
ェ

ア
」
の
台
湾
・
韓
国
会
場
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

７
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
に

は
台
湾
の
高
雄
と
台
北
、
９

月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
に
は
韓

国
の
釜
山
と
ソ
ウ
ル
、
特
に

韓
国
フ
ェ
ア
は
今
年
が
初
参

加
と
な
り
ま
し
た
。
不
景
気

や
震
災
の
影
響
で
、
留
学
希

望
者
が
減
少
す
る
中
、
台
北

は
３
０
５
９
人
、
ソ
ウ
ル
は

２
４
５
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

本
学
の
ブ
ー
ス
に
は
、
薬

学
科
を
は
じ
め
、心
理
学
科
、

音
楽
学
科
に
興
味
を
持
つ
高

校
生
や
保
護
者
、
教
員
が
相

談
に
訪
れ
、
徳
島
文
理
大
学

を
海
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
留
学

生
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
学

内
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国
際

交
流
の
推
進
を
目
指
し
ま

す
。

2012 日本留学フェア　ソウル会場の模様本学のブースに来場した薬学科進学希望者と保護者
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◆
中
華
民
国
教
育
部
、
本
学
と
在
台
湾
各
大
学
と
の

　

学
術
交
流
協
定
を
大
い
に
評
価

◆
台
湾
「
開
南
大
學
」
校
長
一
行
が
本
学
を
表
敬
訪
問

◆（
独
）日
本
学
生
支
援
機
構
主
催

　

 

２
０
１
２
日
本
留
学
フ
ェ
ア  

台
湾
・
韓
国
会
場
参
加

保健福祉学部看護学科を見学する校長一行

　

２
０
１
２
年
９
月
10
日
㈪
、
本
学
の
協
定
校

で
あ
る
韓
国
の
檀
國
大
学
校
（
天
安
キ
ャ
ン
パ

ス
）
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

檀
國
大
学
校
は
、
京
畿
道
龍
仁
市
の
竹
田
と

忠
清
南
道
天
安
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
学
生

数
約
１
万
人
の
私
立
総
合
大
学
校
で
、
人
文
科

学
部
の
先
生
方
に
大
学
の
施
設
を
案
内
し
て
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
薬
学
部
で
は
韓
国
の
薬
学
部

事
情
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
韓
国
国
内
で
も
高

い
進
学
率
を
誇
る
私
立
北
一
高

等
学
校
を
訪
問
し
、「
国
際
ク

ラ
ス
」
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
の
授

業
風
景
を
見
学
し
ま
し
た
。「
国

際
ク
ラ
ス
」
は
各
学
年
30
人
ず

つ
で
構
成
さ
れ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
専
任
教
員
が
常
勤
し
、
英
語

で
す
べ
て
の
科
目
の
授
業
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
海
外
の
有
名
大

学
へ
の
進
学
を
目
標
に
受
験
勉

強
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、

北
一
高
等
学
校
は
全
寮
制
で
、

放
課
後
や
週
末
に
も
補
講
が
行

わ
れ
て
お
り
、
韓
国
の
厳
し
い

受
験
事
情
と
と
も
に
、
海
外
留

学
へ
の
関
心
の
高
さ
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を

通
じ
、
徳
島
文
理
大
学
の
Ｐ
Ｒ

と
さ
ら
な
る
国
際
交
流
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

檀國大学校（天安キャンパス）を表敬訪問北一高等学校の授業風景

◆
韓
国
「
檀
國
大
学
校
」、

　
「
北
一
高
等
学
校
」
を
訪
問

【
教
育
部
公
刊
文
書  

一
部
抜
粋
（
訳
）】

「
徳
島
文
理
大
学
が
台
湾
を
訪
問
し
、

４
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
」

　

徳
島
文
理
大
学
が
台
湾
教
育
委
員
会
の

協
力
で
、
そ
れ
ぞ
れ
２
０
１
１
年
10
月
と

12
月
に
台
湾
を
訪
問
し
、
義
守
大
学
、
東

海
大
学
、
国
立
台
中
教
育
大
学
、
国
立
師

範
大
学
の
計
４
校
の
大
学
と
学
術
交
流
協

定
を
締
結
し
た
。

　

台
湾
教
育
委
員
会
国
際
文
教
処
林
文
通

処
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
徳
島
文
理

仁
科
技
大
学
、
嘉
南
薬
理
科
技
大
学
等
の

多
く
の
台
湾
の
大
学
が
、
そ
れ
ぞ
れ
徳
島

文
理
大
学
を
訪
問
し
、
学
術
交
流
を
行
っ

て
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

台
湾
教
育
委
員
会
国
際
文
教
処
林
文
通

処
長
は
、２
０
１
１
年
８
月
に
淡
江
大
学
、

東
海
大
学
、
国
立
台
中
教
育
大
学
、
国
立

師
範
大
学
、
逢
甲
大
学
等
の
大
学
校
長
と

国
際
長
の
学
術
訪
問
団
を
引
率
し
、
徳
島

文
理
大
学
を
訪
問
・
交
流
し
て
、「
今
後

積
極
的
に
台
日
学
術
交
流
を
推
進
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

大
学
は
創
立
１
１
６
年
の
歴
史
の
あ
る
大
学

で
、
９
学
部
26
学
科
の
総
合
大
学
で
あ
る
。
特

に
薬
学
部
、
音
楽
学
部
、
保
健
福
祉
学
部
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
分
野
で
極
め
て
大
き
な
学
術

研
究
の
成
果
を
出
し
て
い
る
。
村
崎
正
人
理
事

長
は
、
か
つ
て
20
年
前
に
台
湾
の
教
育
委
員
会

を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
り
造
詣
が
深
い
。近
年
、

徳
島
文
理
大
学
は
教
育
国
際
化
を
重
視
し
、
特

に
積
極
的
に
台
日
学
術
交
流
を
推
進
し
て
い

る
。台
湾
の
中
山
医
学
大
学
を
含
む
計
８
大
学
、

５
高
校
と
大
学
高
校
連
携
学
術
交
流
協
定
を
締

結
。
２
０
１
１
年
に
は
、
中
山
医
学
大
学
、
大

と
の
交
流
状
況
を
詳
し
く
紹
介
し
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
極
め
て
高
く
評
価

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
左
に
紹

介
し
ま
す
。

教育部公刊文書の一部
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留学
体験記

　

私
は
、
毎
年
檀
國
大
学
校
か
ら
本
学
に
交
換

留
学
で
来
日
す
る
学
生
と
友
だ
ち
に
な
っ
て
以

来
、
い
つ
か
韓
国
に
行
き
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
韓
国
夏
期
短
期
留

学
に
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
韓
国
は
感
動

と
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

　

留
学
前
か
ら
韓
国
語
は
勉
強
し
て
い
ま
し
た

が
、
授
業
で
自
分
の
韓
国
語
の
レ
ベ
ル
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
先
生
の
話
す
内
容
の
理
解
や
単

語
不
足
に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
毎
日

予
習
を
し
て
知
ら
な
い
単
語
を
事
前
に
調
べ
て

授
業
に
臨
み
ま
し
た
。
寮
や
カ
フ
ェ
で
友
だ
ち

と
復
習
や
テ
ス
ト
勉
強
を
し
た
の
は
良
い
思
い

出
で
す
。

　

韓
国
に
い
る
間
、
英
語
を
使
う
機
会
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。
留
学
前
に
大
学
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
先
生
と
よ
く
話
を
し
て
い
た
の
で
、
英
語
で

会
話
す
る
こ
と
に
不
安
は
な
く
、
韓
国
で
出

会
っ
た
ア
メ
リ
カ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
友
だ
ち
と
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
も
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
や
近
く
の
飲
食
店
で
、
お
互
い
の
国
の
文

化
や
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
話
し
て
過
ご
し
ま
し

た
。
外
国
の
方
や
日
本
か
ら
の
留
学
生
は
語
学

に
対
し
て
意
識
が
高
く
、
私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
留
学
経
験
か
ら
、
私
は
さ
ら
に
韓
国
語

と
英
語
の
語
学
力
を
伸
ば
し
た
い
と
い
う
目
標

が
で
き
ま
し
た
。
今
は
大
学
の
韓
国
語
の
先
生

や
留
学
生
と
積
極
的
に
交
流
し
た
り
、
空
き
時

間
に
は
韓
国
語
の
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
留
学
で
の
素
敵
な
思
い
出
と
、
出
会
え

た
仲
間
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

世宗王文化会館の前で、王様の服を体験（右から 2番目が山本さん）

檀國大学校のシンボル、クマの像の前で集合写真 この留学で出会った他大学の友だちと 友だちと韓国料理を体験大学祭に「台湾食堂」を出店

体
験
記

 留学　

日
本
に
一
年
間
の
留
学
が
決
ま
っ
て
か

ら
、
う
れ
し
い
気
持
ち
も
あ
る
け
れ
ど
、
不

安
の
ほ
う
が
ず
っ
と
多
か
っ
た
で
す
。
台
湾

に
い
た
と
き
、
よ
く
先
生
か
ら
「
徳
島
は
東

京
や
大
阪
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
な
い
よ
」

と
聞
き
ま
し
た
。
で
も
、
こ
こ
に
来
た
ら
、

生
活
上
の
不
便
は
何
一
つ
も
な
い
し
、
徳
島

の
人
々
は
思
っ
た
以
上
に
優
し
い
し
、
不
安

は
一
気
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
期
の
授
業
は
、
一
年
生
と
二
年
生
の
授

業
が
多
か
っ
た
で
す
。
私
が
教
室
に
入
っ
た

と
き
、
も
う
す
で
に
友
だ
ち
の
グ
ル
ー
プ
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
に
話
し
か
け
る

の
が
怖
く
て
、
学
生
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
ず

友
だ
ち
が
全
然
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

時
は
ち
ょ
っ
と
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
で

も
、
勇
気
を
出
し
て
話
し
か
け
て
み
た
ら
、

み
ん
な
い
い
人
で
、
親
切
に
し
て
く
れ
て
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

10
月
に
は「
台
湾
食
堂
」と
い
う
模
擬
店
を

出
し
て
大
学
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。
台
湾
の

留
学
生
は
少
な
い
の
で
、
う
ま
く
で
き
る
か

ど
う
か
ず
っ
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、

先
生
方
は
い
つ
も
熱
心
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
悩
ん
だ
と
き
も
、
問

題
を
解
決
す
る
方
法
を
一
緒
に
考
え
、
助
け

て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
方
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
祭
当
日
は
、
学
校
の
先
生
方
も
学
外

の
方
々
も
私
た
ち
の
模
擬
店
に
買
い
に
来

て
、
お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
て
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
と
て
も
疲
れ
た
け
ど
、
参
加
し

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

　

徳
島
に
来
て
、
大
学
の
先
生
、
友
だ
ち
、
ア

パ
ー
ト
の
大
家
さ
ん
、
皆
さ
ん
が
外
国
か
ら
来

た
私
に
優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
あ

り
が
た
く
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
い
る
お
か
げ

で
、心
強
く
な
り
ま
し
た
。
今
な
ら
言
え
ま
す
。

徳
島
に
来
て
よ
か
っ
た
で
す
！　

台
湾
に
帰
っ

て
も
、
い
つ
か
ま
た
こ
の
温
か
い
人
た
ち
が

い
っ
ぱ
い
い
る
と
こ
ろ
に
来
た
い
で
す
。
残
り

わ
ず
か
数
ヵ
月
、
大
事
に
過
ご
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

台湾 中山医学大学（3 年）　総合政策学部総合政策学科　王　涓
【交換留学（受入）：  2012 年 ４ 月〜 2013 年 3 月】

韓国 檀國大学校　文学部英語英米文化学科 3 年　山本安紀子
【韓国夏期短期留学  2012 年 ８ 月 2 日㈭〜 ８ 月 2６ 日㈰】

着物体験で日本文化に触れました（一番左が王さん）
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Close-up campus
クローズアップキャンパス

　本学薬学部・香川薬学部が代表校となり、徳島大学薬
学部、松山大学薬学部の 3 大学 4 学部で提案した「四国
の全薬学部の連携・共同による薬学教育改革」が、文部
科学省の大学間連携共同教育推進事業に採択されまし
た。この取り組みは、薬学教育の質的向上を図り、先
導的薬学系医療人の養成を行うのが目的です。期間は
2016 年度までの 5 年間です。
　今後は、他大学の学生が受講できる遠隔授業システム
による学部・大学院のカリキュラムの充実、南海大地震
に備えた災害医療に対応できる薬剤師の養成、大学の附
属薬局の開設を通じた地域貢献、そして高大連携事業などを、薬剤師会や病院薬剤師会、教育委員会、医療施設などと一緒
に取り組んでいきます。

文部科学省が採択

「四国の全薬学部の連携・共同による薬学教育改革」始まる

　臨床能力の優れた薬剤師を育てるため、本学薬学部は 8 月 6 日㈪、
高知大学医学部と「薬学教育と研究に関する連携協定」を締結しま
した。
　今日、医療技術の進展とともに薬物療法の高度化、また、急速な
高齢化に伴う医療需要の増大の中、医療の質の向上および医療安全
の確保の観点から、薬剤師がチーム医療に積極的に参加することが
求められています。しかし、薬剤師の地域編在・職域編在が全国的
に進み、特に薬学部が無い高知県等の地域では薬剤師の確保が課題
となっています。
　今回の連携協定の締結により、医療現場で活躍できる薬剤師を育
てる教育環境が整い、両大学の薬学・医学教育および薬学研究の充
実と発展、さらに薬剤師の確保等の地域貢献が期待されます。

チーム医療に貢献する薬剤師養成

高知大学医学部と学部間協定を締結
薬学部

　香川薬学部を卒業して本学大学院に進学した森
川雅行さん（写真：中央）と鈴木雅代さん（写真：右）
が、喜納准教授（写真：左）の指導のもと、日本
学術振興会特別研究員の内定を受け、毎月 20 万
円の給料と毎年研究費を国から支給されることと
なりました。
　森川さんは「光反応によるテロメア 4 本鎖構造
の安定性およびテロメアーゼへの影響の解析」、
鈴木さんは「Oz から生じる点突然変異の回避機
構の解明」という研究課題で採択されました。森
川さんの課題は、ガンや老化に関与するテロメア
4 本鎖 DNA における光化学反応の生成物を解析
します。4 本鎖構造に対する生成物の化学的・生
物学的挙動を明らかにすることで、ガンや老化の
化学的発生メカニズムの解明につなげたいと考え
ています。鈴木さんの課題は、グアニン酸化損傷
による突然変異を回避するためにどのような修復
反応が有効かを解析するもので、ガンや後天的遺
伝子疾患の発生を抑制するメカニズムを解明する
ものです。両課題で共通して重要視している点は、
化学的手法と分子生物学的手法の両方を用いて研
究することです。
　研究が好きであること、早期から研究を開始す
ることは、博士課程への進学の第一歩となりま
す。そして論文や学会発表の業績を重ねれば、日
本学術振興会特別研究員に内定する可能性があり
ます。施設設備が充実している環境で指導教員が
サポートしますので、研究者の卵たちはぜひ本学
の博士課程を目指してください。

若手研究員  快挙！

日本学術振興会特別研究員 内定
森川雅行さん・鈴木雅代さん 香川

薬学部

　「ひらめき☆ときめきサイエンス　大学の研究
室に行こう！」は、小・中・高校生を対象に、大
学で行われている高度なサイエンスを直接体験し
てもらうプログラムです。これは日本学術振興会
が、科学研究費の研究成果を社会に還元すること
を目的として実施しています。
　今年は、薬学部・永浜政博教授（8 月 22 日㈬：
病原菌が病気を起こす原因―細胞毒素の作用を自
分の目で見てみよう―）、香川薬学部・松尾亮太
准教授（8 月 9 日㈭：ナメクジは賢い ! ! ―ナメク
ジの学習行動と脳の仕組み―）、理工学部・松田
和典教授（7 月 16 日㈷㈪：マイクロセンサーが
開く世界―ゲーム機から宇宙開発まで―）の 3 つ
のプログラムが採択されました。今年もたくさん
の参加者があり、実験を体験してもらうだけでな
く、昼休みには教授や大学院生と気軽にいろいろ
な話をすることができました。プログラム終了時
には参加者一人ひとりに「未来博士号」の賞状が
手渡されました。
　2008 年度以来、本学からは 5 つの学部から延
べ 21 のプログラムが採択され、これまで約 500
人の小・中・高校生が参加しました。これほどの
採択数は全国でもほとんど例がありません。本学
が科学研究費を多く取得していること、また、そ
の研究成果を社会に還元することに熱心であるこ
との証しとなっています。参加した小・中・高校
生は、サイエンスのおもしろさだけでなく、本学
の研究レベルの高さを体感してくれたものと期待
しています。

　専門的薬剤師および地域の医療に貢献する薬剤師を育てるため、
本学薬学部は 8 月 7 日㈫、徳島赤十字病院と「専門的薬剤師養成の
連携と協力に関する協定」を締結しました。
　薬学部と徳島県の拠点病院である徳島赤十字病院は、密接な連携と
協力をすることで、高度化する医療に対応できる専門的薬剤師、およ
びチーム医療に貢献する臨床能力に優れた薬剤師の養成を目指すこ
とになり、本学の薬学教育の充実と発展に期待が寄せられています。
　薬学部の学生は、医療現場で展開されている最新の医療薬学と薬
剤師の役割について学べます。また、薬学部教員は、基礎と臨床の
両面から共同研究を進め、がんや感染症などの薬物療法の専門的薬
剤師の養成に協力します。

密接な連携で薬学教育をさらに発展

徳島赤十字病院と協定を締結
薬学部

香川
薬学部薬学部

Close-up campus クローズアップキャンパス

小・中・高校生がサイエンスを体験

「ひらめき☆ときめきサイエンス」
3 学部で実施 香川

薬学部薬学部 理工
学部
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Close-up campusクローズアップキャンパス

　徳島文理大学連は、学生連らしく若さを前面にだして、元気に笑顔で一年中阿波おどりを踊り鳴らしています。そして、
ほとんどの連員が阿波おどりに魅せられて、大学に入ってから阿波おどりを始めているので、徳島県内出身者はもちろんで
すが、県外出身者も半数以上を占めています。そんな私たちは毎年、夏のお盆の 4日間に行われる阿波おどりの初日に、ハー

ネス連の皆さんと一緒に踊らせていただいています。
　ハーネス連さんは、視覚障がいのある方とそれを支える盲導犬や
ボランティアの方々で構成されています。夏の本番前には合同で練
習をして交流を深め、“ おどりはハーネス ” といったかけ声を入れ
たりなどして今年の夏もたいへん楽しく盛り上がりました。
　今回このような感謝状をいただき本当に嬉しく思います。これか
らも毎年一緒に踊れるようにハーネス連さんと交流を深め、阿波お
どりに励んでいきたいと思います。
	 （人間生活学部心理学科 2年　連長　三木野大貴）

【Message】

ハーネス連  徳島文理大学連へ感謝状贈呈
クラブ
サークル

　防災意識の向上と防災対応能力を高めることを目的と
して、2012 年度の防災訓練が徳島キャンパスで 11 月 21
日㈬に、香川キャンパスで 11 月 9 日㈮に行われました。
　授業中に地震が発生した想定で行われた地震避難訓練では、迅速で安全な避難方法の確立
や避難経路・避難場所の確保、自衛消防隊の役割確認などが行われました。
　東日本大震災から 1年半以上が経過したことで、昨年よりも若干意識の低下が見られまし
たが、それでも徳島キャンパスでの自衛隊からの講話や香川キャンパスでの大川広域消防署
からの講評に、真剣に耳を傾ける学生の姿が見られました。香川キャンパスでは、避難訓練
のほかに、消火栓を使用した消火訓練や避難シューターを使用した訓練なども行われました。
　徳島キャンパスでは、今年から学生や教職員を対象とした普通救命講習会や体験型避難シ
ミュレーションゲームなどを実施し、年間を通して防災教育を実施しています。

　11 月 29 日㈭短期大学部生活科学科食物専攻の学生が、栄養指導
の一環として附属幼稚園で「食育」の授業を行いました。
　最初に幼稚園児と一緒に山本正子教授より郷土の特産物や郷土料
理について説明を受け、その後、郷土料理をアレンジした「焼き餅」
を作る実習をしました。幼稚園児は、学生の指導を受けながら餅の
中央にサツマイモあんや小豆あんを入れて包み、野菜で飾り型を付
けてホットプレートで焼きました。サツマイモあんは、長尾久美子
准教授の指導のもとに鳴門金時を使って 2年生が作りました。でき
た焼き餅は阿波番茶とともにみんなでおいしく試食をしました。
　学生たちにとっては初めての指導で、緊張しながらも幼稚園児と
楽しい時間を過ごしました。幼稚園児からは、サツマイモやサツマイモ料理、焼き餅に関するたくさんの質問があり、学生
にとって大変有意義な実習となりました。

生活科学科食物専攻

徳島文理大学附属幼稚園にて食育を行う
短期大
学部

　今年で 7回目となる本学のイルミネーション点灯式が、徳島キャンパスで 11 月 30 日㈮、香川キャンパスで 12 月 3 日㈪に
開催されました。徳島キャンパスでは村崎理事長、桐野学長、そし
て学生代表が点灯スイッチを押し、徳島県最大の 31 万球の LEDが
一斉に点灯すると、点灯式に詰めかけた来場者からは歓声とともに
拍手がわき上がりました。点灯のあとはハンドベルの演奏や、音楽
学部生による演奏会が行われました。
　香川キャンパスでは、志度中学校吹奏楽部によるクリスマスコ
ンサートが行われました。そのあと点灯式が行われ、6万 5 千球の
LEDが灯り、本学学生によるハンドベル演奏が行われました。
　両キャンパスともに点灯期間は 2013 年 2 月 14 日㈭まで。毎日 17
時〜 21 時まで点灯しています。幻想的な雰囲気となったキャンパス
にぜひお越しください。

LED がキャンパスを灯す

イルミネーション点灯式  開催  
行事

Close-up campus クローズアップキャンパス

　第 4回徳島音楽コンクールのグランプリオーディションにおい
て、ソプラノ・リリコレッジェーロの楠野麻衣さんがグランプリを
受賞されました。
　楠野さんは、本学音楽学部の大戸井啓子氏の下で声楽の基礎を学
び、卒業後に上京。（公財）日本オペラ振興会オペラ歌手育成部で研
鑽を積み、今年 4月には藤原歌劇団准団員となりました。現在は東
京を中心にコンサートやオペラ公演など、活躍の場を広げています。
　グランプリオーディションでは、徳島音楽コンクールの時よりさ
らに成長の跡を示し、お茶目で軽妙な「ノリーナ」を表現。また、
難しいテクニックの必要なアジリタ唱法に果敢に挑戦し、「夜の女
王」の怒りと悲しみを爆発させました。

第 4 回徳島音楽コンクールグランプリオーディション  グランプリ受賞音楽
学部

音楽学部卒業生
楠野麻衣さん

　ロボットコンテスト「SMART2012」が、徳島大学工学部共通講義
棟 6F		創成学習スタジオにおいて開催され、人間生活学部メディア
デザイン学科 4年生の工藤拓也さんが製作した「拓也DX」が審査員
特別賞に輝き、表彰されました。今大会には、徳島文理大学（徳島キャ
ンパス・香川キャンパス）、徳島大学、阿南工業高等専門学校、香川
高等専門学校、津山工業高等専門学校から 33 チーム 100 人の学生が
参加し、全チームこの大会に向けて製作してきた自作ロボットで奮闘
しました。
　予選リーグ戦に続いて決勝トーナメントが行われ、興奮と歓声の中、
無事終了しました。優勝、準優勝、技術賞、デザイン賞などの表彰が
行われた中、確実な動作をするロボットが審査員に高く評価され、審
査員特別賞を受賞されました。

ロボットコンテスト「SMART 2012」 審査員特別賞を受賞人間生活
学部

メディアデザイン学科
4 年  工藤拓也さん

大震災にそなえる

防災訓練を実施
行事
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Letters
教員採用試験合格者

　大学生活も残りわずかになりました。入学当初は何から始
めてよいのか分からず、とにかく目の前にあることを何も考
えずにただただこなす毎日でした。しかし、将来どのように
なりたいのか、そのために今何をすべきなのかを考えたとき、
ボランティアや教員採用試験に向けての勉強はもちろんのこ
と、友人とともに過ごす日々の生活の中にも勉強になること
はたくさんあることに気づき、一日一日を今まで以上に大切
に過ごすようになりました。特に教員採用試験が近づいてき
たころは、大学の先生方、友人など周りの方々には本当にお
世話になりました。
　この合格は決して一人では勝ち取ることのできなかったも
のだと思います。本当にありがとうございました。

　「ぼく、学校の先生になりたい！」これは私が小学校高学年
の時に発した言葉です（私はあまり覚えていませんが）。しか
し、私自身中学・高校と進むにつれ、「学校の先生になりたい」
という夢から、「学校の先生になる」という目標へと変わって
いきました。
　大学ではその目標を達成するため、2 年生から幼稚園のボラ
ンティアや小学校の学習支援ボランティアに積極的に参加し
ました。本格的に勉強し始めたのは 3 年生の 10 月からでした。
遊ぶ時は遊ぶ！ 勉強する時は勉強する！ と、いつもメリハリ
をつけて勉強しました。
　目標は一人ひとり違いますが、自分の決めた目標は最後まで
諦めずに、全力でがんばってください。未来を担う子どもたち
があなたを待っています。

多くの人に背中を押して
もらいながら

人間生活学部 人間生活学科
山﨑 千晶
広島県養護教諭 合格

　｢私の強みは、誰よりも周りの人と環境に恵まれているこ
と｣。このことを、教員採用試験を経験した中で実感しまし
た。徳島文理大学に編入学し、単位取得のための授業に追わ
れ、本格的に勉強を始めたのは 3 年生の 1 月からでした。自
分なりに傾向を調べ、問題集や参考書を数冊に絞り、繰り返
し勉強しました。問題を解く時も ｢自分ならこうする｣ と教
師像を思い描くようにしました。途中で不安になることや迷
うことも多くありました。そのときは周りの人に相談し、背
中を押してもらいました。私の周りには｢大変だね｣ではなく、
｢がんばろう｣ と言ってくれる人が多くいました。
　今まで出会い、支えてくださったすべての方に感謝の気持
ちでいっぱいです。

　採用試験では、教師になりたいという想いはもちろんですが、
これまで支えてくれた両親と家族、お世話になった先生方に感
謝の気持ちを伝えたいという想いで、絶対に合格の報告ができ
るようにとがんばりました。
　今回、合格通知をいただき少しはその想いを伝えることがで
きたと思います。また、同じ児童学科の仲間にも本当に支えら
れていると改めて感じることができました。この経験をもとに
いつも全ての人に感謝の気持ちをもち、これからの日々を一生
懸命過ごしていきたいと思います。
　私は、目標を明確にもっていたことでがんばり抜くことがで
きました。皆さんも強い想い、覚悟をもち、仲間と支えあうこ
とで教員採用試験を乗り越えてください。

就職内定者

　私が就職活動の中で一番大事だと思ったことは、自分が将来的に
何をやりたいのかを明確にすることです。企業に入ることがゴール
ではなく、その先を見据えて何のためにその企業に入りたいのかを
自分の中でしっかり持つことで、一貫性のある自己アピールができ
ると感じました。
　私は漠然としか将来のことを考えていませんでした。そこでキャ
リア・サポートグループや看護学科の先生方に相談してみると、ど
んなことをしたいのか、過去の先輩たちはどうだったのか等の意見
やアドバイスをくださり、自分が将来本当にしたいことを見直す
きっかけになりました。
　就職活動を行うに当たって、何をしたらいいのか分からない人は、
まずはやりたいことを明確にしてください。当たり前のことですが、
一番の原動力になると思います。

何もない日なんてない

人間生活学部 児童学科
鴻上 美幸
神奈川県小学校教諭 合格

夢から目標へ

人間生活学部 児童学科
佐藤 大典
大阪府小学校教諭 合格

自分がやりたいこと

保健福祉学部 看護学科
岡田 誠也
徳島大学病院 内定

就職内定を得て

総合政策学部 総合政策学科
北山 友紀
徳島県職員（警察事務） 内定

　私は、学生ボランティア部員として、一日通信司令官をは
じめとする防犯に関する活動を行う中で、警察職員の方と
接することがありました。その経験から、私も一緒に働きた
いという気持ちが生まれ、徳島県警察事務を志望しました。
　公務員試験の勉強は、1 年生の後期から公務員試験対策
講座を活用して教養試験の対策をしたり、2 年生から授業
と並行しながら問題集を使って専門試験の対策を行いまし
た。
　公務員試験の勉強は量も多く大変ですが、諦めずに最後
まで努力を続けることが必要だと思います。私は、先生方
や同じ道を目指す友人たちがいたことも、諦めずにやって
これた要因だと思っています。努力する人を運命は決して
裏切りません。

　就職活動においてさけては通れなかったのが、エントリーシート
と面接試験です。質問内容も企業によってさまざまだったので悩ん
だ記憶があります。その中で必ずと言っていいほど聞かれたのが「自
己ＰＲ」「志望動機」「入社してやってみたいこと」でした。
　そういった質問に対しては地に足の着いていないような回答は絶
対にさけ、常に具体的な考えを持つよう意識しました。そして履歴
書の内容を理解し、いつでも話せるように練習しました。記載内容
と面接での発言内容に矛盾が出ないようにキャリア・サポートグ
ループで練習をしたのも良かったと思います。
　就職活動は苦しいこと、辛いことの方が多いと思います。それで
も自分を信じて行動し続ければ必ず成果が生まれます。決して諦め
ないでください。どうしても辛いときには一時的に息抜きをしても
良いと思います。とにかく「続けること」これが一番大事です。
　皆さんの就職活動が成功することを祈っています。

想いを大切に

人間生活学部 児童学科
蓬莱 康弘
川崎市小学校教諭 合格

就職活動を振り返って

理工学部 ナノ物質工学科
津川 薫
株式会社四国中検 内定

できることを全力で

文学部 英語英米文化学科
小野 伊寿美
株式会社香川銀行 内定

　就職活動を始めたころ、自分の就きたい仕事が見つけら
れず、どうすればいいのか分かりませんでした。そこで何
度も合同企業説明会等に足を運び、多くの企業の話を聞き
ました。実際に話を聞いてみると、自分が想像していたも
のと違うということもありました。最終的に、将来自分が
働いているイメージができる企業だけに的を絞り、就職活
動を進めました。
　今、やりたいことが分からないという人は、とにかくい
ろんな会社があることを知ってほしいです。自分が働きた
いと思える会社と必ず出会えるはずです。また、私は周り
の人の意見を聞き参考にしました。家族や先生方、そして
先輩方からもらったアドバイスや励ましの言葉は、私に
とって本当に大きな支えになりました。これから就職活動
する皆さん、がんばってください。

先輩からの手紙
Letters
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生
活
の

自
立
」、「
疾
病
」
か
ら
「
障
が
い
」、「
治

療
」
か
ら
「
支
援
・
援
助
」
な
ど
へ
の
視

点
の
転
換
で
す
。

　

具
体
的
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
①
高
齢
者

の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
活
動
）・
Ｉ
Ａ
Ｄ

Ｌ
（
手
段
的
Ａ
Ｄ
Ｌ
）・
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
命
・

生
活
・
人
生
の
質
）
の
評
価
（
法
）、
②

高
齢
者
の
転
倒
に
関
す
る
要
因
、
③
介
護

職
・
介
護
者
（
家
族
）
の
介
護
負
担
（
身

体
的
・
心
理
的
）
の
要
因
分
析
、
④
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
理
学
療
法
、
⑤
運
動
発
達
の

障
が
い
、
な
ど
。

　

着
任
し
て
２
年
半
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

テ
ー
マ
は
本
学
の
他
学
部
・
他
学
科
と
学

際
的
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
領
域
（
分

野
・
視
点
）
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
共
同

研
究
の
可
能
性
を
模
索
（
楽
し
み
に
）
し

て
い
ま
す
。

●
研
究
（
ゼ
ミ
）
内
容
の
特
徴
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

理
学
療
法
（
士
）
は
、「allied health 

profession （
健
康
に
関
わ
る
専
門
領
域
・

職
）」
で
あ
る
と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て
、

さ
ら
に
「physical therapy for w

ell-
being in life

（
理
学
療
法
は
人
が
健
や
か

に
生
き
て
い
く
た
め
の
支
援
）」 

と
い
う

視
点
を
基
本
に
置
い
て
、
上
記
研
究
テ
ー

マ
の
実
践
を
心
掛
け
て
い
ま
す
（
理
学
療

法
学
科
の
目
指
す
視
野
で
も
あ
り
ま
す
）。

　

基
本
的
に
「
実
証
的
」
研
究
の
視
点
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
学
生
支
援（
ゼ
ミ
）

で
は
、
客
観
的
視
野
の
養
成
に
心
掛
け
、

統
計
的
手
法
の
必
要
性
と
そ
の
理
解
に
も

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
情
意
的
な
領
域

に
目
を
向
け
る
必
要
性
も
強
調
し
て
い
ま

す
。 

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の
先
達

D
r.Rusk

（N
ew

 Y
ork U

niv.

）
の
言
葉

で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
「N

ot 
only to add years to life, but also to 
add life to years

」。

●
学
生
た
ち
の
雰
囲
気
は
い
か
が
で
す

か
？
　
な
か
で
も
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
取
材
す
る
学
生
さ
ん
は
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
？

　

現
在
、
私
の
ゼ
ミ
に
は
３
年
生
の
学
生

５
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
と
か
く
「
研

究
室
」
い
う
も
の
は
、
足
を
踏
み
入
れ
難

い
印
象
を
与
え
ま
す
が
、
私
は
「
教
員
と

学
生
（
学
ぶ
人
）
の
サ
ロ
ン
」
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
生
は
今
の
と
こ
ろ
（
？
）、
真
面

り
、
評
価
に
終
わ
る
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
小
嶋
研
究
室
で
は
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
評

価
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
評
価

（
法
）」
を
提
供
し
て
く
だ
さ
り
、
患
者

さ
ん
を
多
面
的
に
捉
え
、
障
が
い
を
客

観
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
関
心
が

あ
っ
た
の
で
選
び
ま
し
た
。

●
所
属
し
て
い
る
研
究
室
（
ゼ
ミ
）
の
内

容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

森
さ
ん
：
①
人
間
の
能
力
に
関
す
る
諸
段

階
（Low

ton

）、
②
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ

Ｌ
の
概
念
と
評
価
（
法
）、
③
心
理
・

精
神
機
能
の
概
要
、
④
認
知
障
害
の
概

要
と
評
価
（
法
）
な
ど
。

濱
田
さ
ん
：
主
観
的
幸
福
感
評
価
、
う
つ

評
価
、
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
評
価
、
意
識
障

害
、
痛
み
評
価
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

進
め
方
、
統
計
処
理
な
ど
。

●
現
在
の
研
究
室
（
ゼ
ミ
）
で
学
ん
だ
こ

と
、身
に
つ
い
た
こ
と
、新
し
い
発
見
、

考
え
方
の
変
化
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

森
さ
ん
：
理
学
療
法
は
、
身
体
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
精
神
面
の
ケ
ア

も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
対
象
者
を
医
学
的
な
面
か
ら

み
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
と
、
人
生
・
生
活
の
面
か

ら
見
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
い
う
２
つ
の
視
点
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

濱
田
さ
ん
：
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
だ
け
で

な
く
、「
理
学
療
法
士
」
の
仕
事
意
識

で
あ
っ
た
り
、
多
方
面
か
ら
の
見
解
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
を
見
据
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

Pic
k up!!

◆
保
健
福
祉
学
部
理
学
療
法
学
科 

教
授　
　

小
嶋　
　

裕

◆
保
健
福
祉
学
部
理
学
療
法
学
科 

３
年　
　

森　
　

啓
太

◆
保
健
福
祉
学
部
理
学
療
法
学
科 

３
年　
　

濱
田　

啓
太

理
学
療
法
学
科

連載

研
究
室
へ
の
誘
い
　
保
健
福
祉
学
部

●
所
属
し
て
い
る
研
究
室
（
ゼ
ミ
）
の

魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す

か
？

森
さ
ん
：
少
人
数
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ

「
一
致
団
結
」
で
き
る
場
面
も
多
く
、

授
業
中
は
小
嶋
先
生
の
学
生
時
代
の
話

や
今
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
て

き
た
か
と
い
う
話
を
交
え
て
説
明
し
て

く
だ
さ
る
の
で
、
人
生
の
勉
強
に
も
な

り
楽
し
い
で
す
。

濱
田
さ
ん
：
所
属
し
て
い
る
研
究
室
の
学

生
全
員
の
仲
が
良
く
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
楽
し
く
授
業
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
小
嶋
先
生
が
お
馴
染
み

の
ギ
ャ
グ
や
笑
い
を
起
こ
し
て
く
れ
る

と
こ
ろ
は
、
学
生
と
し
て
緊
張
が
和
ら

ぎ
、
居
心
地
の
良
い
場
所
に
な
っ
て
い

ま
す
。

●
今
、
も
っ
と
も
興
味
を
も
っ
て
い
る

テ
ー
マ
は
何
で
す
か
？
　
そ
の
理
由

も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

森
さ
ん
：
今
ま
で
の
理
学
療
法
は
、「
医

学
モ
デ
ル
」
で
の
介
入
や
研
究
が
多

か
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
さ
ら
に
そ
の
先

に
踏
み
込
ん
だ
「
生
活
モ
デ
ル
」「
社

会
モ
デ
ル
」
の
介
入
や
研
究
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
退
院
後
の
生
活
、

例
え
ば
暮
ら
し
に
満
足
し
て
い
る
か
、

ど
う
い
っ
た
人
に
ど
の
よ
う
な
傾
向

が
あ
る
か
な
ど
を
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・

チ
ャ
ー
ト
を
用
い
て
調
査
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

濱
田
さ
ん
：
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
、「
家
族
生
活
」

や
「
社
会
参
加
」
な
ど
多
面
性
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
「
趣
味
」
が

生
活
全
体
に
ど
の
程
度
に
関
与（
影
響
）

目
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
る

だ
け
自
由
な
雰
囲
気
作
り
を
心
掛
け
て
い

ま
す
が
、
果
た
し
て
ゼ
ミ
生
た
ち
の
印
象

は
…
。
全
員
の
協
力
関
係
は
非
常
に
良
好

で
す
（
感
謝
）。

　

ゼ
ミ
は
３
・
４
年
次
を
通
し
て
の
２
年

間
（
４
年
次
前
期
の
４
カ
月
間
は
総
合
臨

床
実
習
）
の
学
習
に
な
り
ま
す
。
４
年
次

で
は
、
卒
業
研
究
（
卒
論
）
の
作
成
も
控

え
て
い
ま
す
。
学
外
施
設
で
の
調
査
（
評

価
）
が
主
に
な
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
今

の
良
好
な
協
力
関
係
の
継
続
を
大
切
に
し

て
調
査
の
実
践
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
の
学
問
の
学
び
の
面
白
さ
、
醍
醐
味

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

研
究
（
テ
ー
マ
）
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア

（
切
り
口
）
は
多
く
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
仮
説
に
対
す

る
実
証
作
業
を
通
し
て
の
新
し
い
発
見
に

は
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｑ
Ｏ
Ｌ
評
価
の

実
践
を
通
し
て
の
身
体
的
・
心
理
的
な
側

面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
接
近
）
は
、「
生

か
ら
死
」
へ
の
経
緯
を
通
し
て
、
包
括
的

に
「
人
間
の
能
力
」
を
捉
え
る
上
で
有
益

な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
上
述
し
た

「
人
が
い
か
に
健
や
か
に
生
き
て
い
く
か
」

と
い
う
命
題
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
の
模

索
で
し
ょ
う
か
…
。

●
こ
の
研
究
室
（
ゼ
ミ
）
で
の
学
び
を
通

し
て
、
学
生
た
ち
に
学
び
と
っ
て
ほ

し
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

先
輩
か
ら「
実
践
な
く
し
て
発
言
な
し
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
実
証
的
研
究
を

通
し
て
物
事
を
客
観
的
に
捉
え
る
視
点
を

養
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
「
チ
ー
ム
・

ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
得
ら
れ
た
知
識
・
技
術
を
他
職
種
と

の
連
携
の
中
で
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
健
康
に
関
わ
る
専
門
家
」
を
目
指
す

者
と
し
て
、
要
支
援
者
の
心
理
面
に
も
気

配
り
し
た
支
援
（
治
療
）
提
供
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　
「doing  

そ
し
て  being

」

●
続
い
て
森
さ
ん
、
濱
田
さ
ん
に
お
聞
き

し
ま
す
。
現
在
所
属
し
て
い
る
研
究

室
（
ゼ
ミ
）
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

森
さ
ん
：
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
よ
う
に
、
生
活
を
営

む
上
で
不
可
欠
な
基
本
的
動
作
を
支
援

す
る
先
に
あ
る
対
象
者
の
生
活
も
考
え

る
と
い
う
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
視
点
に
つ
い
て

深
く
理
解
し
、
そ
れ
ら
の
評
価
手
段
を

学
び
、
研
究
へ
と
繋
げ
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

濱
田
さ
ん
：「
リ
ハ
ビ
リ
は
評
価
に
始
ま

写真左から森さん、小嶋教授、濱田さん

小嶋研究室（ゼミ）の皆さん
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山
城
祭
を
終
え
て

　

第
48
回
山
城
祭
は
、
笑
顔
（
Ｓ

ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
）
の
輪
（
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
）

を
広
げ
た
い
と
い
う
願
い
を
こ
め

「
Ｓ
ｍ
ｉ
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
」と
い
う
テ
ー

マ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
準
備
期
間
中
は
暴
風

雨
で
大
変
で
し
た
が
、
野
外
ス

テ
ー
ジ
を
図
書
館
前
に
設
営
し
た

り
、
ミ
ス
文
理
に
加
え
て
ミ
ス

タ
ー
文
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

た
り
と
、
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

芸
能
ラ
イ
ブ
で
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｅ
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
大
変
盛
り
上
が

り
、
参
加
者
全
員
の
一
体
感
が
得

ら
れ
ま
し
た
。

　

開
催
期
間
中
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
、
山
城
祭
を
成

功
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

　

山
城
祭
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
多
く
の
方
々

か
ら
ご
支
援
・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

次
回
第
49
回
も
、
さ

ら
に
盛
り
上
が
る
山
城

祭
に
し
て
、
学
外
か
ら

多
数
の
ご
参
加
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

薬
学
部
　
ミ
ニ
薬
草
展
開
催

　

大
学
祭
の
一
環
と
し
て
、
10
月
20

日
㈯
か
ら
21
日
㈰
に
薬
学
部
教
育
棟

の
24
号
館
１
階
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
、
徳

島
県
薬
草
協
会
と
の
共
催
で
、
ミ
ニ

薬
草
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
本

薬
草
展
の
企
画
・
運
営
に
、
薬
学
部

の
学
生
８
人
が
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
た
。
徳
島
県
下
各
地
の
主
要
な
薬

草
・
薬
木
の
展
示
、
薬
酒
・
果
実
酒

の
展
示
、
生
薬
・
ハ
ー
ブ
の
展
示
、

メ
グ
ス
リ
ノ
キ
な
ど
の
薬
用
茶
の
試

飲
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
薬
草
園

の
見
学
会
お
よ
び
「
薬
食
同
源
」
の

テ
ー
マ
で
ミ
ニ
講
演
会
も
行
い
ま
し

た
。

　

10
月
20
日
㈯
の
午
後
１
時
30
分
か

ら
は
、
河
野
メ
リ
ク
ロ
ン
代
表
取
締

役
社
長
の
河
野
通
郎
氏
の
公
開
講
座

が
あ
り
、
公
開
講
座
終
了
後
に
は

薬
剤
師
、
学
生
、
一
般
市
民
な
ど

２
０
０
人
を
越
す
人
々
が
つ
め
か
け

ま
し
た
。
参
加
者
は
展
示
物
等
に
対

し
て
熱
心
に
質
問
し
て
く
だ
さ
り
、

薬
草
に
対
す
る
知
識
の
吸
収
に
努
め

る
な
ど
関
心
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
本
薬
草
展
を
本
学
薬
学
部
で

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
県

民
の
人
た
ち
に
徳
島
文
理
大
学
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
薬
学
部
の

学
生
た
ち
も
、
教
科
書
で
習
っ
た
薬

草
を
、
実
際
み
て
、
聞
く
こ
と
に
よ

り
、
生
薬
の
知
識
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

杏
樹
祭
を
終
え
て

　

今
年
の
第
27
回
杏
樹
祭
〜
勇
輝

〜
、
実
行
委
員
長
と
し
て
、
ま
ず

当
日
３
日
間
を
成
功
の
う
ち
に
終

わ
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
い
ち
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た

私
が
２
年
目
に
し
て
委
員
長
を
務

め
る
こ
と
と
な
り
、
メ
ン
バ
ー
の

み
ん
な
に
迷
惑
も
か
け
た
し
、
自

分
自
身
ず
っ
と
あ
た
ふ
た
し
て
、

振
り
返
る
と
反
省
ば
か
り
で
す
。

ミ
ス
文
理
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
き
き

ポ
テ
チ
の
企
画
が
大
成
功
し
た
の

は
、
企
画
部
署
の
メ
ン
バ
ー
が
が

ん
ば
っ
て
く
れ
た
成
果
で
す
。
金

銭
面
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な
か
っ

た
の
は
、
事
務
会
計
が
し
っ
か
り

管
理
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。テ
ン

ト
の
数
、配
線
・

ブ
レ
ー
カ
ー
の

ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
な
か
っ
た
の

は
設
備
管
理
が

汗
を
か
い
て
動

い
て
く
れ
た
お

か
げ
で
す
。

　

改
め
て
み
ん

な
に
お
礼
を
言

い
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
。

そ
し
て
来
年

は
、
も
っ
と
面

白
い
杏
樹
祭
を

創
ろ
う
！

  

在
学
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
が
、
９
月

23
日
㈰
に
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

10
月
６
日
㈯
に
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し

は
、
普
段
大
学
を
訪
れ
る
機
会
の

な
い
保
護
者
の
方
に
も
、
学
生
の

学
ぶ
教
育
環
境
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
大
学
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
、

今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。

　

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
徳

島
・
香
川
は
も
と
よ
り
和
歌
山
・

大
阪
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
無

料
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
兵
庫
・

岡
山
・
愛
媛
・
高
知
な
ど
各
地
か

ら
76
人
の
保
護
者
、
ご
家
族
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
徳
島
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
む
ら
さ
き
ホ
ー
ル
で

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
学
食
ラ
ン

チ
体
験
、
就
職
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
長

に
よ
る
「
本
学
の
就
職
支
援
に
つ

い
て
」
の
説
明
会
、
所
属
学
科
に

分
か
れ
て
の
学
科
別
施
設
見
学
会

な
ど
が
行
わ
れ
、
香
川
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、「
卒
業
生
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
題
し
て
現
場
で
活
躍

す
る
卒
業
生
か
ら
、
学
生
時
代
の

将
来
の
考
え
方
、
就
職
活
動
に
必

要
な
こ
と
等
に
つ
い
て
の
報
告
会

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
や
入
学
式
に
来
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
父
親
も
ゆ
っ

く
り
大
学
を
見
学
で
き
て
良
か
っ

た
」「
息
子
か
ら
の
情
報
だ
け
で

は
分
か
ら
な
か
っ
た
大
学
の
様
子

が
分
か
り
、
情
報
の
共
有
が
で
き

ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

秋
の
日
の
一
日
、大
学
を
知
り
、

親
し
む
良
い
機
会
と
し
て
、
保
護

者
の
方
に
も
キ
ャ
ン
パ
ス
を
満
喫

し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
お
忙
し
い
中
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

在学生保護者のためのキャンパス見学会  開催 

山 城 祭

山 城 祭

大 学 祭
杏 樹 祭



19 18

2０１３  オープンキャンパス　開催日決定

高校生や保護者など、本学に興味・関心がある方を対象とし
た多彩なプログラムをご用意する予定です。詳しい時間やス
ケジュールについては、本学ホームページにて随時公開いた
します。皆さまのお越しをお待ちしております。

・参加申し込み不要
・入退場自由
※無料送迎バスの利用のみバス予約が必要

【お問い合わせ】　フリーダイヤル　0120－602455

【HP】http://www.bunri-u.ac.jp

◇日　程
徳島キャンパス・香川キャンパス合同開催　・３ 月 20 日㈷㈬

徳島キャンパス　・５ 月 2５ 日㈯・７ 月 1３ 日㈯・８ 月 2 日㈮
　　　　　　　　・８ 月 ３ 日㈯ ・８ 月 24 日㈯ ・９ 月 2８ 日㈯

香川キャンパス　・５ 月 26 日㈰・6 月 16 日㈰・７ 月 1５ 日㈷㈪
　　　　　　　　・８ 月 4 日㈰ ・８ 月 24 日㈯・10 月 6 日㈰

　　　　 演奏会日程

Topics
　　　文学部の学生による展覧会

見る知る変わる  お寺の魅力展　尾道・西國寺が語るもの

◇日　程：2013 年 2 月 15 日㈮〜 3月 10 日㈰

◇会　場：高松市石の民俗資料館　企画展示室

◇主　催：徳島文理大学・高松市石の民俗資料館

◇特別協力：西國寺（広島県尾道市）

◇第 16 回電子楽器コース・ニューサウンド
　コース卒業コンサート “Home”

日時：2013 年 2 月 19 日㈫　18：00 開演
場所：徳島キャンパス　アカンサスホール

◇第 13 回生涯学習講座（コーラス・キーボード）

　修了コンサート

日時：2013 年 3 月 2 日㈯　14：00 開演　
場所：徳島キャンパス　むらさきホール

　　　　 オープンキャンパス

◇徳島文理大学短期大学部音楽科第 45 回・
　徳島文理大学音楽学部第 41 回  卒業演奏会

日時：2013 年 3 月 14 日㈭　14：00 開演
場所：徳島キャンパス　むらさきホール

◇第 13 回文理 OB オーケストラ定期演奏会

日時：2013 年 3 月 24 日㈰　14：00 開演
場所：徳島キャンパス　むらさきホール

文理OBオーケストラ定期演奏会

TOKU
SHIM

A

CAMP
US

◆
剣
道
部

・
第
33
回
徳
島
県
女
子
剣
道
大
会

団
体
3
位

徳
島
文
理
大
学
Ａ
チ
ー
ム

◆
卓
球
部

・
秋
季
リ
ー
グ
四
国
学
生
卓
球
選
手
権
大
会

団
体
２
部
リ
ー
グ
3
位

◆
弓
道
部

・
県
下
大
学
弓
道
大
会

団
体　

女
子
優
勝

個
人　

男
子
2
位

　

人
間
生
活
学
部
心
理
学
科

2
年　

中
村　

拓
人 

個
人　

女
子
１
位

　

保
健
福
祉
学
部
看
護
学
科

2
年　

詫
間　

千
紘 

個
人　

女
子
２
位

　

人
間
生
活
学
部
児
童
学
科

3
年　

小
松　
　

愛

◆
陸
上
競
技
部

・
第
65
回
西
日
本
学
生
陸
上
競
技
選
手
権

対
校
選
手
権
大
会

三
段
跳
び  

香
川
県
代
表
と
し
て
出
場

・
第
35
回
中
国
四
国
学
生
陸
上
競
技
選
手

権
大
会  

三
段
跳
び
2
位

幅
跳
び　

4
位

　

保
健
福
祉
学
部
診
療
放
射
線
学
科

１
年　

槶
原　

功
輝

◆
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
部

・
第
38
回
世
界
選
手
権
大
会

長
槍
の
部　

優
勝

三
段
以
上
・
長
剣
の
部　

準
優
勝

　

理
工
学
部
（
現
・
保
健
福
祉
学
部
）

　

臨
床
工
学
科　
3
年　

川
田
雄
太
郎

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル

大
会
結
果

　

軟
式
野
球
同
好
会
は
、

週
に
３
回
、
２
〜
３
時
間

活
動
し
て
い
ま
す
。
１
〜

３
年
生
、
選
手
15
人
・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
３
人
、
計
18

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

主
な
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
四
国
地
区
大
学
軟

式
野
球
・
春
季
・
秋
季
リ
ー

グ
出
場
（
上
位
成
績
で
春

季
・
全
国
大
会
出
場
、
秋

季
・
西
日
本
大
会
出
場
）、

四
国
イ
ン
カ
レ
出
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
結
成
３
年
目
の

同
好
会
で
あ
り
な
が
ら
も

日
々
練
習
に
励
み
、
チ
ー

ム
と
し
て
は
今
年
度
四
国

イ
ン
カ
レ
３
位
、
ま
た
、

今
年
度
の
四
国
選
抜
メ
ン

バ
ー
（
18
人
構
成
）
に
外

野
手
で
１
人
選
出
さ
れ
る

な
ど
、
結
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
現
状
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
日
々
の
活
動

に
精
進
し
、
歴
史
が
浅
い

こ
の
団
体
を
チ
ー
ム
一
丸

と
な
り
、
よ
り
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
目
標
で

す
。

軟式野球同好会

陸上競技部

KAGA
WA

CAMP
US

　

陸
上
競
技
部
は
週
に
５
回

運
動
場
や
体
育
館
を
利
用
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

部
員
の
中
に
は
陸
上
競
技

に
興
味
を
持
ち
、
大
学
か
ら

競
技
を
は
じ
め
る
人
も
い

て
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
目

標
を
持
っ
て
練
習
し
て
い
ま

す
。
走
り
込
み
や
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
基
本
練
習
に

加
え
、
坂
道
を
使
っ
た
ダ
ッ

シ
ュ
や
、
体
の
動
き
・
走
り

方
を
確
認
し
あ
う
独
自
の
練

習
方
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
徳
島
キ
ャ

ン
パ
ス
の
陸
上
競
技
部
員
と

一
緒
に
試
合
に
参
加
し
、
互

い
に
刺
激
し
合
え
る
仲
間
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

試
合
で
の
実
績
は
、
地
方

予
選
大
会
で
保
健
福
祉
学
部

診
療
放
射
線
学
科
１
年
槶
原

功
輝
君
が
三
段
跳
び
で
優
勝

し
、
日
本
学
生
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会
へ
出
場
し
ま

し
た
。

　

活
動
の
幅
を
広
げ
な
が

ら
、
今
後
も
良
い
成
績
が
残

せ
る
よ
う
さ
ら
に
練
習
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク ラ ブ ・ サ ー ク ル 紹 介Club
Circle
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